
江の川（下流）・高津川水害タイムライン クイックスタートガイド
 江の川（下流）・高津川水害タイムラインには５つのツールがあり、それぞれを活用することで、多機関で連携した対応を目指します。

①タイムライン 詳細版

１ はじめに
(１) タイムラインとは
(２) 江の川（下流）・高津川水系におけるタイムライン作成のポイント
(３) タイムライン検討の経緯
(４) タイムライン作成過程で想定する災害シナリオ
(５) 水害タイムラインの構成
(６) 運用方法の構成

２ タイムライン立ち上げ・レベル移行・解除
３ 出水時の対応および記録
４ メーリングリストを利用した情報発信
(１) メーリングリストの目的
(２) メーリングリストのアドレス・加入機関
(３) メーリングリストの運用方針

５ 振り返りの実施

⑤江の川（下流）・高津川水害タイムライン運用マニュアル

 ツールの解説やタイムラインの作成経緯、タイムラインの運用方法が記載されています。平時の学習用に
活用します。

① タイムラインレベル タイムラインレベルを７段階で記載（レベル０～レベル５以降）

② 状況・気象情報 目標、タイムラインレベル移行のトリガー等に関する状況や気象情報を記載

③
防災行動
項目

第1階層 行動項目の種別を記載

第2階層 行動項目を記載（「江の川（下流）・高津川水害タイムライン」で記載している行動項目名）

第3階層
第2階層に示す行動項目の具体的な説明を記載(行動の主体となる機関がどこの機関へどのような情
報【トリガー情報】を伝達するのか、または、主体となる機関がどのような防災行動を実施【先読
み・参考情報】するのかを記載)

④ 実施状況チェック欄 クロノロジー（防災行動の時系列の記録）を記載

⑤ 役割

◎ 主体的な行動（○○の実施、○○の確認）

〇 行動の支援・協働

元 情報元

①

④

③ ⑤

②

 水位や河川監視カメラなどの情報が集約されており、タイムラ
インレベルや関係機関の行動に関連する情報を確認でき、タイ
ムラインの円滑な運用を支援します。

③タイムライン概要版

機能 情報

タイムラインを見る タイムライン詳細版、簡易版、運用方法

水位が分かる 水位（川の水位情報・水害リスクライン）

現地状況が分かる CCTV、簡易型河川監視カメラ、いわみる 等

道路情報が分かる 中国地方整備局道路情報提供システム 等

気象情報が分かる 気象警報、早期注意情報、洪水予報、キキクル 等

台風の進路が分かる 台風経路（リンク：気象庁）

停電情報が分かる 停電情報（リンク：中国電力ネットワーク）

河川状況を動画で確認 水位観測所の状況（YouTube）

②タイムライン簡易版

 タイムラインレベルごとに、関係機関で連携が必要な行動項目、周知・共有事項を整理しています。
 出水対応時において、各機関・部署毎に行動⼿順・内容を確認する際に活用します。また、平時や訓練での行動確認にも活用できます。

 タイムライン詳細版の行動項
目（第2階層）のみを整理し
たタイムラインで、短時間で
も実施すべき内容が最低限確
認することができます。

大和川
水防マップ
（○○市版）

A2サイズ

ポケットサイズ

簡易版は折りたたみ、
持ち運びが可能な形式

タイムラインレベル移行のための
情報収集

災害備品保管確認 災害対策車両の確認 電力施設の点検・巡視 土のう・止水板等の準備・設置 気象情報の報道

タイムラインレベルの移行検討 住民への注意喚起 土のう・止水板等の準備・設置 応急復旧対応品確認

機関内防災体制の確認 土のう・止水板等の準備・設置

災害対策車両の確認

河川施設の点検・巡視

タイムラインレベル移行の周知

タイムラインレベル移行のための

情報収集

非常用災害対策用機器の確認、

準備
非常用災害対策用機器の確認、準備 発電機の試運転及び加油 応急復旧資機材の確認、準備 気象注意報・警報の報道

タイムラインレベルの移行検討 学校への指示・連絡 土のう・止水板等の準備・設置 応急復旧資機材の確認、準備 土のう・止水板等の準備・設置 雨量・水位情報の報道

河川パトロールの実施 避難所の備品の準備

道路施設の点検・巡視 自主避難所の開設

水門・陸閘門等の閉鎖

非常用災害対策用機器の確認、
準備

タイムラインレベル移行の周知

タイムラインレベル移行のための
情報収集

災害対策本部の設置 強風による速度規制の実施 道路施設の点検・巡視 電力施設浸水対策 ダイヤ削減の可能性確認 危険性の呼びかけ

タイムラインレベルの移行検討 二次災害への対応準備 道路通行止めの準備 運行停止の可能性確認

出水規模の想定 水防団による準備・現地視察
道路表示板等による注意喚起
住民支援

翌日の計画運休について広報

ダム予備放流・事前放流の
指示・確認（江の川のみ）

臨時休校の決定 車両避難の判断

内水につながる情報収集 避難場所の設定

災害対策車両の準備 要配慮者施設との連絡

道路通行止めの準備

タイムラインレベル移行の周知

タイムラインレベル移行のための

情報収集
水防団待機/出動 強風・降雨による速度規制の実施 河川・道路パトロールの実施 電力施設の点検・巡視 運転調整の実施 避難情報の報道

タイムラインレベルの移行検討 避難支援・誘導の実施 避難支援・誘導の実施 災害対策車両の準備・待機 土のう積の実施 乗客の状況確認 ライフラインの状況報道

リエゾンの派遣・受入れ 要配慮者施設への連絡 浸水箇所（内水）の通行止め 停電箇所の把握・復旧対応 迂回ルートでの運行（バス）

CCTVによる監視強化 通信の停止対応 従業員の安全確保

樋門の操作状況確認 従業員の安全確保

災害対策車両の準備・待機

水防団待機/出動

道路の通行止め

浸水箇所の把握

タイムラインレベル移行の周知

タイムラインレベル移行のための
情報収集

避難準備・高齢者等避難開始の発令 交通整理の実施 河川・道路パトロールの実施 停電箇所の把握・復旧対応 運行停止検討 L字画面による情報提供

タイムラインレベルの移行検討 避難所運営 避難支援・誘導の実施 樋門の操作状況確認 水道の供給停止対応 乗客の状況確認
社員避難、家族安否確認、
社内外待機

危険箇所重点確認 二次避難所への移動準備 内水に繋がる情報収集
社員避難、家族安否確認、
社内外待機

バス車両退避の事前連絡 現地従事者の退避

排水ポンプ運転調整検討 排水ポンプ運転調整検討 社員避難、家族安否確認、社内外待機

ﾀﾞﾑ適応操作検討 現地従事者の退避

堤防決壊に向けた準備 車両避難の実施（計画運休実施後）

タイムラインレベル移行の周知

タイムラインレベル移行のための
情報収集

避難勧告の発令 応援要請 河川・道路パトロールの実施 停電箇所の把握・復旧対応 運行停止 防災留意点などの啓発周知

タイムラインレベルの移行検討 避難所運営 水防活動出動の準備 樋門の操作状況確認 変電所の浸水状況確認 乗客の状況確認
社員避難、家族安否確認、

社内外待機

応援要請 要配慮者施設担当者への連絡 救援・救助活動 内水に繋がる情報収集
水道の供給停止、通信の停止
対応

社員避難、家族安否確認、社内外待機 現地従事者の退避

記者発表の実施 二次避難の誘導 現地従事者の退避 排水ポンプ運転調整検討
社員避難、家族安否確認、
社内外待機

現地従事者の退避

現地生情報の確認 応援要請 水防活動の状況確認 現地従事者の退避

排水ポンプ運転調整指示 降雨・強風・浸水による通行止め

排水ポンプ車出動待機

水防活動の状況確認

降雨・強風・浸水による通行止め

タイムラインレベル移行の周知

緊急復旧、堤防調査委員会設置 避難指示（緊急）の発令 応援要請 消防団による冠水場所の確認 復旧対応 共同運行会社への伝達 気象注意報・警報の報道

記者発表の実施 孤立者への対応 救助活動 県道の通行止
公共機関等重要ユーザー回線の早期

回復
雨量・水位情報の報道

排水機場の操作停止 ライフライン優先復旧の協議 道路交通情報の報道

被害状況の把握 災害救助法適用判断および申請 ライフラインの状況報道

(水防団からの浸⽔被害情報の提供) 避難情報の報道

被害状況の報道

大規模避難・救助
社会基盤
（土木）

－

社会基盤
（ライフライン）

社会基盤
（交通・運輸）

広報・報道

TL
レベル0
(3日前

準備)

内部調整 － ・台風情報
・3日先の警報級（大
雨）の可能性

－

－

TL
レベル

目標
警戒

レベル

タイムラインレベル
移行のトリガー 参考情報

対応項目

防災情報 避難対応

TL

レベル0
(2日前
準備)

機関調整 － ・台風情報

・台風説明会の実施
・2日先の警報級（大
雨）の可能性

－

TL
レベル2

避難
（内水）

警戒
レベル2

・氾濫注意水位の超過
・氾濫注意情報

・洪水警報の危険度分布（注意）
・洪水注意報

・大雨注意報
・大雨警報（浸水害）
・暴風警報

TL
レベル1
(1日前

準備)

地域調整 警戒
レベル1

・台風情報
・早期注意情報（翌日
までの警報級（大雨）

の可能性
・水防団待機水位

・強風注意報

TL
レベル4

避難
（外水）

警戒
レベル4

・氾濫危険水位の超過
・氾濫危険情報

・洪水警報の危険度分布
（非常に危険）

TL
レベル3

早期避難
（外水）

警戒
レベル3

・避難判断水位の超過
・氾濫警戒情報

・洪水警報
・洪水警報の危険度分布（警戒）

TL
レベル5

緊急対応 警戒
レベル5

・氾濫発生情報 ・大雨特別警報（浸水害）
・災害発生情報
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 江の川（下流）・高津川
水害タイムラインの各レ
ベルで実施する行動の全
体像を１枚で確認するこ
とができます。

A3サイズ

A4サイズ

④運用支援ツール



江の川（下流）・高津川水害タイムラインを活用した出水対応の流れ

平時、タイムラインレベル0

出水対応時（タイムラインレベル1以降）

 タイムライン運用マニュアルを用いて、タイムラインの作成経緯やタイ
ムラインの立上げ、レベル移行基準等を把握する。
（詳細：①タイムラインの立上げ、レベル移行基準）

 タイムラインを用いて、多機関で連携する出水対応の全体像を把握する。
 タイムライン詳細版・簡易版を用いて、自機関の行動項目を把握する。

詳細：①タイムライン立上げ、レベル移行基準
 江の川（下流）

 タイムライン詳細版・簡易版を用いて、浜田河川国道事務所から送ら
れてくるメール（タイムラインレベル）を確認し、該当する行動項目
について出水の状況に応じて必要な対応をとる。

 メールによる連絡がなくても必要な行動をとるために、運用支援シス
テムにより必要な情報の確認を行う。（詳細：②運用支援システム）

タイムライ
ンレベル

状況
(タイムライン
トリガー)

観測所水位

川平 谷住郷 川本 都賀 大津

0 
(3日前準備)

早期注意情報(前線,台風)

（警報級の可能性）
－ － － － －

0 
(2日前準備)

早期注意情報(前線,台風)

（警報級の可能性）
－ － － － －

1 水防団待機水位超過 6.30m 5.60m 5.00m 4.40m 4.20m

2 氾濫注意水位超過 8.40m 7.70m 6.00m 5.40m 5.20m

3 避難判断水位超過 9.20m 8.60m 8.00m 7.00m 8.10m

4 氾濫危険水位超過 9.70m 9.20m 8.60m 7.50m 9.00m

5
堤防の決壊
外水氾濫発生

氾濫発生 氾濫発生 氾濫発生 氾濫発生 氾濫発生

5以降 氾濫発生 氾濫発生 氾濫発生 氾濫発生 氾濫発生 氾濫発生

 高津川

タイムライ
ンレベル

状況
(タイムライン
トリガー)

観測所水位

高角 横田 神田 内田

0 
(3日前準備)

早期注意情報(前線,台風)

（警報級の可能性）
－ － － －

0 
(2日前準備)

早期注意情報(前線,台風)

（警報級の可能性）
－ － － －

1 水防団待機水位超過 1.90m 2.60m 2.00m －

2 氾濫注意水位超過 3.10m 3.60m 3.30m －

3 避難判断水位超過 4.20m 3.70m 5.90m 4.40m

4 氾濫危険水位超過 4.60m 4.20m 6.40m 5.30m

5
堤防の決壊
外水氾濫発生

氾濫発生 氾濫発生 氾濫発生 氾濫発生

5以降 氾濫発生 氾濫発生 氾濫発生 氾濫発生 氾濫発生

松江地方気象台・島根
県・関係自治体と協議
した上で浜田河川国道
事務所が立ち上げ

ﾀｲﾑﾗｲﾝ立ち上げ

トリガーとする江の
川（下流）・高津川
の基準水位に応じて
タイムラインレベル
を移行

ﾀｲﾑﾗｲﾝﾚﾍﾞﾙ移行

①被害が発生しなかった場合
(レヘル5に到達しなかった場合)

江の川（下流）・高津川の水位
が水防団待機水位を下回り、水
位上昇の見込みがない場合に

解除

②被害が発生した場合
(レベル5に到達した場合)

応急復旧や救助活動の収束まで
レベル5維持し、応急復旧や救
助活動が収束した時点で解除

ﾀｲﾑﾗｲﾝ解除基準

※ただし、立ち上げの連絡の前に基準水位超過、洪水予報発表
等となった場合はその時点でタイムラインレベルを移行

詳細：②運用支援システム

例：河川状況を確認例：河川水位（基準水位）と合わ
せてカメラで河川状況を確認


